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当日は、爽やかに晴れ渡 り、雲一つない快晴。予報では風が強 くなるどい

うこどですが、雨よりはいヽヽだろうと思いまヒた。数々の電車が発着する中
で、小川町行きの特恙も入線 している。東武池袋駅の改札口は南、Jヒ、中央
口の 3ヶ 所があり、集合場所を決めて置か気かったので、乗マた処はまちま
ちで ヒたが、先方に

'1着
すれば会えるだろう、ど電車に乗 り込んだ。眩 ヒい

光に包まれた都会の市街地を電車はヒタ走 り駆け抜けて、川越まではノンス
トップで30分で到着 ヒた。それから、坂戸、東松山ど停まり、最後の月の輪、
武蔵嵐LL等は各駅に停って、終着駅小川町に予定通 りう1着。

南口からのった 8人 について、中央口から乗った皆藤、高野、高山さんが
見え、続ヽゞて、友人を2人逹れて来ると言った若LLtt α和3鉾卒)さ んも、木ロ
健児さん、日中丸正治さんど一緒に見えて、,全員無事勢揃い ヒた。 これより ヽ
タクシーに分乗 ヒて、埼玉伝統工芸会館に走った。
、見学者は私逹だけのようだった。 ここで、この死に1200年伝わるごい う、 す
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見 るこどゲ出来 ま ヒた。企画晨示室では、女子美術大学立体アニ ト紙の仲間
'´

逹による
・
「仲 よ ヒ晨」カミ開かれてお り、女子美の教授 ど生徒が、′トリll和紙産

地の紙素材 を追 して、アー トな紙造形のイt品 を製作 ヒ、人 ど技術の交流 を企
画 ヒたと言 うもので ヒた。企画実演室では、老工が独 り静かに根付けの製作
をを ヒてお りま ヒた。僅か 2～ 3 cmの 象牙の生地に、 AIBかい彫刻が施 されて、
素晴 ら しい芸術品が誕生す る。 これ も埼玉の伝統工芸どは始めて知 りま した。

ここで、独 り車で来 られた洒丼隆二〇31年卒)さ んが参加 し、一緒に見学 ヒ
て一通 り見学の後、併設されている道の駅おがわまちの物産館に入 り、お土

産を求め在。′1、 りll町特産の和紙を始め、染め物、織物、雛人形、羽子板、鬼
瓦、竹釣竿、桐製品、だるま、鯉職など、伝統的キエ芸品や近隣の銘洒や漬
物など、この地の特産品を販売 ヒておりまヒた。皆さんの買い物が済んだ頃、
H:10に タクシーを呼び、それぞれ分乗 して「晴雲酒造」に向かい、直 く
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到着 ヒたが、 3人 を乗せて先に出た洒丼さんの車が到着 ヒないので、店の前
で暫 く待った。皆さんの揃ったのを見て、お店に入る。寛か ら流れ出る仕込 _

み水を口に含み、蔵に入って中山雅義社長より、洒の工程の説明を聞き、 lv
ヶ月前に仕込んだのを今丁度搾って居るどい う隣の蔵に入 り、社長は垂れロ

‐
から流れ出る粗走 りを口利かせてくれた。何ども吟醸香の奥ゆか しい香りが強 _.

く、そしてその濃い旨味、この一口で今日蔵を訪ねたすべての目的が逹成さ
れたようだっように思われた。再び店に戻 り、健太郎さんの説明で、 4種類 ・
のお洒をplll洒 ヒて、お土産のお洒を購入 ヒた。蔵を出る時に、会から皆さん
へお土産に純米洒「晴雲」の四合瓶一本が配 られた。       ヽ

『永徳屋』は蔵から歩ドて 2～ 3分の距離だった。小さな店に見えたが、ニ
階に通される,ど 、広い部屋が幾つかあり、キ前の部屋では既に大勢の会合が
なされている模様だった。                    ‐

会長挨拶の後、恒例の新人が行 う乾杯で木口健児さんが音頭をとり、宴席
に入 り、途中、高LLさ んが立って愛知万博宣伝の飛行船の話をされ、最後は
やは り新人曰中丸正治さんが会を締めて無事本日の会はお開きになりまヒた。
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